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ドキドキよりワクワクを！ 
村上 隆 

 

 日本行動計量学会の創設は 1973 年であるが，

筆者の論文が初めて学会誌に掲載されたのが

1974年である．本学会にも必ずしも順調とは言え

ない時期があったと承知しているが，筆者の研究

生活は一貫して鳴かず飛ばずであったと言うしか

ない．ただ，この50年間に発表できないままにな

っている資料の中には，まだ何とか世に出せない

かと思うものもあり，実際，現在もそのための悪

あがきの最中なのであるが，他方で労力はかけた

ものの失敗としか言いようのないものもある． 

 駆け出しのころ，筆者は公理論的測定理論に心

酔していた．この抽象的理論そのものに貢献でき

る能力はなかったが，こちらも当時注目されてい

た非計量的多次元尺度法のアルゴリズムを組み合

わせれば実験データの解析ができることに気がつ

いて書いたのが，上記の最初の論文である． 

 また，関数方程式を使って，先験的に定めた公

理にもとづき，可能な関数形を限定するという手

法もあった．当時はまだ数理心理学の黎明期であ

ったから，文系院生にも何とかなる部分があった

のである．筆者は，異なる背景明度の上に置かれ

た灰色色紙の明るさ知覚について，対立する複数

の公理を設定して５種類の関数を導出した．その

後，手作りの粗末な実験装置で５段階の背景上の

灰色の明度判断に基づく測定値を（またも非計量

的方法で）得た．それを，にわか勉強で習得した

非線形関数の当てはめと，これも「数理科学」誌

で読みかじったAICによって評価し，背景明度に

促進効果はなく抑制効果だけがあるという関数を

選択した．そして，これらの結果を1975年と1976

年の日本心理学会大会で発表したのである． 

 だが，後になってグラフを見直してみると，中

程度の明度の背景の上では，促進効果も抑制効果

もほとんどなく，ただのマンセル尺度にずっと近

い．強いコントラストのない日常の環境の中では，

人間の眼は（あるいは脳は）背景の影響を受けず

に，「正しい」知覚をする能力をもっているらしい．

AICは，そんな事情を考慮しない関数の中で相対

的に最適な一つを選んでいたわけである． 

 それでも筆者にこの「理論」と実験結果につい

て英文で論文を書く根性があったとしたらどうな

ったであろうか？この分野には，より精緻な理論

や精密な実験結果をおもちの先生方が多かったか

ら，あえなく rejectの憂き目を見た可能性が高い．

そう言えば，1976年に筆者が発表したセッション

の座長は印東太郎先生であった．可恐可恐！ 

 しかし，筆者が真に打ちのめされたと感じたの

は，Tversky & Kahnemanのprospect theory（行

動経済学の一つの起点とされる）の関数の設定に，

まさに公理論的測定理論の rationale が使われて

いるのを見たときであった．あれはこういう風に

使うものだったのか！ 

 そう，モデルは恐ろしい．それを使いこなせな

い者の目を曇らせるだけでなく，発想の広がりも

妨げる．もっとも，ご存命ならノーベル経済学賞

受賞が確実であったAmos Tversky先生と自分を

ひき比べるなど，身の程知らずにも程があるが． 

 その後の筆者は，不振の研究生活の中でも，と

もかく記述的多変量解析の探索的使用にこだわり

続けてきた．ただその間に，多くの学会の論文査

読の方向性が変わってきて，今では共同研究の論

文一つ通すのに悪戦苦闘するようになってしまっ
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た（かつては，「村上に見てもらえば査読が通る」

などといわれたこともあったのだが）． 

 しかしながら，「モデルに合わないのはテストが

悪い」などという発言が通用しているような世界

を黙視しているわけにはいかない．昔あるところ

に書いて，理論家の先生方からひんしゅくを買っ

た言葉を，周回遅れの第３コーナーから，性懲り

もなく声を大にして叫ばせていただく．「分析結果

から何がでてくるかを期待するワクワク感は，仮

説が検証されるかどうかを見守るドキドキ感に

勝る！」 

 

村上 隆 

（むらかみ・たかし） 

中京大学 文化科学研究所

特任研究員 

東京教育大学大学院教育学研究科

博士課程２年次中退，博士（心理

学）．名古屋大学教育学部助手，同

大学院教育発達科学研究科教授，

中京大学現代社会学部教授等を経

て，2018年より現職．日本行動計量学会運営委員，理事を経

て，現在監事． 

 

 

 

日本行動計量学会第52回大会のお知らせ

（第2報） 

大会実行委員長 

 芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 

前号でお知らせいたしました通り，第 52 回大

会が 2024年9月10日（火）～13日（金）に大

阪経済大学大隅キャンパスで開催されます． 

大会のウェブページの公開および各種日程が決

まりましたのでお知らせいたします． 会員の皆様

には是非積極的なご参加ならびにご周知を賜りま

すようお願い申し上げます．  

 

○ 大会ウェブページ 

https://conference.wdc-jp.com/bms/2024 

 

 

○ 各種日程 

4/ 8（月） 特別セッション（オーラル（口頭）・ラ

ウンドテーブル）の企画募集開始  

4/22（月） 大会参加事前申込，一般研究発表申込，

抄録原稿受付，チュートリアルセミナー参加

申込，各種オンライン受付開始  

5/13（月） 特別セッション企画募集 締切  

5/31（金） 特別セッション・一般研究発表 申込 

締切  

6/17（月） 抄録原稿・著作権譲渡書類 提出 締切  

7 月中旬 速報版プログラムのウェブ公開予定  

8/9（金） 事前参加申込 締切  

※8/9（金）までに郵便振替で申込していても，

8/13（火）までに入金が確認できない場合に

は，事前申込は無効となります． 

8/10（土）大会参加通常申込（オンライン・クレ

ジットカード決済のみ） 開始 

9/6（金）大会参加通常申込（オンライン・クレジ

ットカード決済のみ） 締切 

9/10（火）～9/13（金）第52回大会（初日はチュ

ートリアルセミナーを予定） 

 ※現地受付でチュートリアルセミナーを除く大

会参加申込可・現金払いのみ 

 

 

 

和文誌編集委員会より 
 

和文誌編集委員会委員長   

星野 崇宏（慶應義塾大学） 

 

「行動計量学」若手ファーストトラックのお知ら

せとご投稿のお誘い 

 

 学会誌「行動計量学」では，若手の研究者にと

ってニーズがあると考えられる「ファーストトラ

ック」を毎年9月号での掲載に向けて継続的に実

施しております．4月14日の締め切りが近づいて

まいりましたので，再度ご案内いたします． 

 投稿時に学会員である必要がありませんので，

以下ご覧いただき，周囲の若手研究者への論文投

稿をお勧めいただけますと幸いです． 
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【投稿条件】 

１）第一著者が次のどちらかである． 

・大学または大学院の正規課程に在籍する学生で

ある 

・修士号または博士号授与から3年6か月以内で

ある 

 例）2021年3月に博士号を取得→2024年4月

の今回投稿はファーストトラックで受け入れる． 

２）投稿時には第一著者は学会員や準会員である

必要はないが，その場合は採択から一週間以内

に入会手続きを行うことを掲載の要件とする． 

３）投稿の際に在籍証明書または学位取得の時期

を証明するもの（学位記のコピーや修了証明書

など）を提出して頂き，要件を満たすもののみ

投稿を受理する． 

４）編集委員会の負担軽減のため，毎回最大8本

に限定し，8 本投稿された時点でファーストト

ラックとしての受理を停止する． 

５）行動計量学にふさわしい実証研究や方法論研

究であれば分野は問わない． 

 

【スケジュール】 

第 51 巻 2 号 2024 年 9 月号に向けたスケジュ

ールは以下の通りとします． 

 

2024年4月14日 締め切り 

＊但し委員会の査読の負担を軽減するために各回

8 本以内に限定し，8 本を超えた時点で締め切

りを待たず受理停止します． 

＊和文誌「行動計量学」の査読範囲外と判定され

るものは1週間以内に差戻の決定をご連絡しま

す． 

2024 年 5 月 24 日 一回目査読結果（不採択 or

修正再審査or修正採択or採択） 

2024年6月末     再投稿締め切り 

2024 年 7 月 18 日 二回目査読結果（不採択 or

修正採択or採択） 

2024年8月2日  再修正投稿締め切り 

2024年8月9日  採択通知・入稿 

2024年9月中   掲載論文出版 

 

 

 

 

【投稿先】 

下記の投稿システムから投稿ください． 

https://www.editorialmanager.com/bmsj/ 

＊証明書等も上記システムでアップロードくださ

い． 

 

【投稿規定・執筆要項・テンプレート】 

下記ページをご覧ください． 

https://bms.gr.jp/journals/index_j/ 

 

【連絡先】 

日本行動計量学会和文誌編集委員長 

慶應義塾大学 星野崇宏 

hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

 

運営委員会より 
 

「第26回春の合宿セミナー」のお知らせ 
実行委員長 清水裕士（関西学院大学） 

 

日本行動計量学会の第 26 回春の合宿セミナー

は，講師として慶應義塾大学の星野崇宏先生をお

迎えし「因果推論」について，たっぷり３日間，

90分×9コマの集中講義を行います．テーマにつ

いて講師や参加者同士で活発な議論を交わして交

流を深めることができるよう，昨年に引き続き合

宿形式で開催しますので奮ってご参加ください．

富士の裾野で美味しい料理と温泉を楽しみながら

2 泊 3 日で「因果推論」をしっかり学ぶことがで

きます． 

なお，合宿形式での参加が難しい方も受講可能

なようにオンライン（リアルタイム LIVE／復習

オンデマンド配信あり）での参加も可能ですので，

遠方の方もぜひ参加をご検討ください． 

充実した内容にも関わらず，90分1コマあたり

準会員（学生）は500円，正会員は1,000円とい

う有り得ない価格設定でのセミナー開催は，学会

主催であるからこそ実現できるものです． 

自らの学びと研究のため，あるいは，教え方の

ヒントを掴み教育に活かすために，学生，社会人

実務家から教員の皆様まで，幅広いご参加をお待

ちしております． 
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【開催基本情報】 

開催日時：2024年3月29日（金）～ 3月31日

（日）（3日間） 

開催方法：対面合宿／オンライン・リアルタイム

配信（LIVE形式）／オンデマンド配信のハイ

ブリッド開催 

会場：東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士研

修所／JR 御殿場駅より送迎バス（タクシー

で約15 分） 

内容：徹底理解！！「因果推論」 

講師：星野崇宏（慶應義塾大学 経済研究所 所長 

／ 慶應義塾大学 経済学部・大学院経済学研

究科 教授／理化学研究所AIPセンター チー

ムリーダー） 

講義資料：pdfファイルを配布 

参加費（宿泊費を除く）: 準会員（学生）：4,500 

円，学生非会員：10,000 円，正会員（一般）：

9,000 円，一般非会員：20,000 円 

 

申込ページ：https://spring26.peatix.com/  

問合せ先：bms26spring@gmail.com 

 

＜講師によるコース概要説明＞ 

統計学・データサイエンス・機械学習といった

分野での近年もっともホットなトピックは因果推

論ではないでしょうか？学術研究が相関関係では

なく因果関係のメカニズムの理解を目指すことは

もちろん，企業や政府もエビデンスの評価やそれ

に基づいた施策・政策の実行が求められています． 

本セミナーは統計的因果推論の枠組みの理解，

人文社会科学や医学等への応用研究やビジネスへ

の活用に有用な各種手法を習得していただき，ご

自分のフィールドにおけるデータ取得のデザイン

や手法選択に活用していただくことを目的としま

す．具体的には相関関係と因果関係の識別をめぐ

る議論について，統計的因果効果の定義，因果効

果の理解のための欠測データ分析の枠組みについ

て，様々な因果効果の推定法の紹介，研究デザイ

ンの工夫による仮定の緩和について，ノンコンプ

ライアンスのある場合の分析について，因果媒介

分析について，debiased machine learning など

機械学習手法の活用についてなどを，具体例を交

えながら説明していきます． 

 

＜講義内容＞ 

3月29日（金） 

・16:00～18:00 チェックイン後，自由時間 

・18:00～19:00 夕食 

・19:00～20:30 講義 1「統計的因果推論の概観

的レビュー」 

 

3月30日（土） 

・ 9:00～10:30 講義2 「統計的因果効果の定義」 

・10:40～12:10 講義 3「欠測データからみた因

果効果の理解」 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義 4「因果効果推定の諸手法

１：回帰系」 

・14:50～16:20 講義 5「因果効果推定の諸手法

２：傾向スコアと二重にロバストな推定」 

・16:30～18:00 講義 6「因果効果推定の諸手法

３：conditional ATEとその周辺」 

 

3月31日（日） 

・ 9:00～10:30 講義 7「研究デザインの工夫に

よる仮定の緩和：DIDや回帰不連続デザイン

など一連の手法」 

・10:40～12:10 講義8「因果媒介分析」 

・12:10～13:00 昼食休憩 

・13:00～14:30 講義 9「機械学習系手法との関

連とAIへの因果モデル枠組みの導入」 

・15:00 解散 

 

＜第26回春の合宿セミナー実行委員会> 

実行委員長：清水裕士（関西学院大学 社会学部）  

副実行委員長：芳賀麻誉美（大阪経済大学経営学部） 

会計（オンライン）：大森拓哉（杏林大学 保健学部）  

現地委員：宇都雅輝（電気通信大学大学院 情報理

工学研究科） 

現地委員：小野滋（株式会社インサイトファクト

リー） 

現地委員：神沢雄大（チューリッヒ保険会社） 

現地委員：篠原正裕（株式会社インテージ 事業開

発本部DX部） 

オンライン委員：武藤拓之（大阪公立大学大学院

現代システム科学研究科） 
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運営委員会より活動報告 

運営委員長  

芳賀麻誉美（大阪経済大学） 

 

「第107回行動計量シンポジウム」と「2023秋

の行動計量セミナー」が実施されましたので下記

の通り，ご報告いたします． 

 

1）第107回行動計量シンポジウム実施報告 

 2023 年10 月29 日に，第107 回行動計量シン

ポジウムとして「WAIC/WBICの理論と実装：渡

辺澄夫ベイズ理論への招待」が開催されました．

本シンポジウムは会員サービスの充実を図るため

に，本学会理事の鈴木讓先生（大阪大学）の呼び

かけにより，小杉考司（専修大学），清水裕士（関

西学院大学），芳賀麻誉美（大阪経済大学）が世話

人となって，会員参加費無料のセミナー型シンポ

ジウムとして企画されたものです．正会員（一般）

104名，準会員（学生）15名，賛助会員1名の計

120名の会員だけでなく，非会員（一般）45名と

非会員（学生）13名にもお申込みいただき，盛況

のうちに終了いたしました． 

 

２）2023秋の行動計量セミナー実施報告 

 2020年以降，オンライン型での開催となった秋

の行動計量セミナーが本年度も行われました．本

年度は「R で学ぶネットワーク分析～基礎から最

新モデルまで」をテーマに掲げ，東北学院大学の

鈴木努先生をお迎えして，2023年11月11日（土）

～ 12日（日）の2日間，90分8コマの集中講義

として開催されました．会員78 名（正会員70，

準会員 8），今回入会申請した仮会員 18 名（正会

員 12，準会員 6），非会員 47 名（一般 36，学生

11）の計143名に参加申込をいただき，リアルタ

イムでは約半数の方にご参加いだきました． 

本セミナーでは，基礎から応用まで幅広く取り

上げられたこともあり，受講者の満足度の高いセ

ミナーとなりました．ご講義いただいた鈴木努先

生にはこの場をお借りしてお礼申し上げます． 

 

 

 

広報委員会より 

  広報委員委員長      

鈴木 讓（大阪大学） 

 

Webページの変更・整備・更新 

 本学会理事会からの依頼，本学会会員からの申

請，他学会からの依頼で会員に有益な情報をWeb

ページに掲載する，もしくはメールで配信してい

ます（両方の場合もある）．同時にSNSでの発信

も行っています．  

 

メールニュースの配信 

 2023年11月, 12月, 2023年1月のメールニュ

ース（通）の内訳は以下のようになります． 

 11月 12月 1月 

本学会 岡太研究

助成(2) 

会報原稿

募集 

春合宿 

和文誌ファー

ストトラック 

研究部会募集 

役員選挙 

公募（求

人，研究

費） 

3件 6件 2件 

関連学会・ 

イベント 

5件 2件 1件 

計 10件 9件 7件 

 

学会Facebook/ Xをフォローしよう 

X（twitter）では，学会主催行事（大会，シンポ

ジウム，秋・春のセミナーなど），新着論文（和文，

英文）のタイトルなどを発信しています．  

https://twitter.com/bms_pr  

2024年2月1日現在，フォロワー数は938（3

ヶ月間で 36 増）です．Facebook（394 名がフォ

ロー中）でも，学会主催行事などについての情報

を掲載しています．  

https://www.facebook.com/BehaviormetricSocie

ty 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」

をぜひともお願いいたします．  
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情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡す

る以外に，会員の方々からいただいた公募情報（求

人，研究費など），関連学会（イベント他）など，

他の会員に有益な情報を発信しています．広報依

頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会員

の著書など」に掲載する書籍の情報がございまし

たら，同じサイトからお申し込みください．その

際に，その書籍の画像ファイルを入力していただ

くことになります． 

 

 

 

 

 

会員の著書等 

 

本村陽一（編著）『BayoLinkSで実践するベイジ

アンネットワーク』，オーム社，2023年7月 

 

 
 

 

 

 

 

 

藤山英樹（著）『ゲーム理論からの社会ネットワ

ーク分析』，慶應義塾大学出版会，2023年10月 

 

 
 

 

増田真也・広田すみれ・坂上貴之（編著）『心理

学が描くリスクの世界Advanced 行動的意思決

定の展開』，慶應義塾大学出版会，2023年10月 
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松原望（著）『改訂版 入門ベイズ統計』，東京図

書，2024年1月 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿して下さい．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bmsj/ 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

（JOI） DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defa

ult.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

 

（DOI） http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注）XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

（ISSN）0385-7417（print version） 

（ISSN）1349-6964（electronic version） 

 

 

既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧文

誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計量

学」に掲載された論文記事を創刊号（1974 年）に

遡って電子化し，JST で運用している電子アーカ

イブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での公開）

しております．電子アーカイブ化・公開には，創

刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電子公開）

の同意を論文著者から得る必要があります．1999

年の総会以降刊行された論文については，著作権

は日本行動計量学会に帰属するよう規定が明確に

定められましたが，それ以前に掲載された記事等

の著作権は，明確に定められておりませんでした．



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 180 号                                 2024 年 3 月 1 日 

8 

電子化し公開するに当たっては，各論文の著者全

員に，本学会への著作権委譲についての文面をお

送りし，多くの著者のご了解をいただきました．

現在までにお返事をいただいていない著者の論文

は，本来は著者からの権利委譲を待つべきですが，

「行動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を考え

て，すでに電子化公開しております．著作権委譲

についてお返事をいただいていない著者で，電子

化し公開することが不都合とお考えの方は，和文

誌，欧文誌それぞれの編集委員会までご連絡下さ

るようお願いいたします．公開を中止するなど，

学会として誠意をもって対応いたします．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1 月発

行のVolume 44, Number 1よりシュプリンガー・

ジャパン社からの出版になりました．これに伴っ

てVolume 44, Number 1以降はシュプリンガー・

ジャパン社のWeb siteにおいて公開されます（非

会員には有償）．Volume 43, Number 2以前に掲

載された論文は，従来通り JSTで運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開され

ます． 

 

 

 

ご連絡 

日本行動計量学会会員数（2024年1月31日現在） 

正会員       ： 824名 （海外4含む） 

準会員       ： 103名  

名誉会員      ： 25名  

賛助会員      ： 19社  

シニア会員     ： 37名  

計         ： 1008名  

学会誌等寄贈先 ： 4件  

 

 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp  

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，そこの指示にしたがって，マイペー

ジにログインして作業を行って下さい．よろしく

お願いします． 

 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webページの「会員のみなさまへ」の会報

の「最新版」，「バックナンバー」および「過去の

メーリングリストアーカイブ」（過去のメールニュ

ース）のページにアクセスする際には，以下のユ

ーザー名とパスワードの入力が必要となります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じてメールニュー

スの記事としての掲載および学会ホームページか

らのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，
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当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，以

下で受け付けています．ただし，広告は，学会の

目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bsj-post@bunken.co.jp  

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された著

書（会報発行日に出版後 2 年を経過しないもの）

など，会員の皆様から原稿を募集しております．

広報依頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せ下さい．なお，2011年度に，日

本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が創

設されました．出版賞は，過去3年程度の間に会

員によって刊行された優れた図書の著者・訳者が

対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が著書等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せ下さいますようお願いいたします．なお，会員

の方がご自身で出版された著書についてご連絡い

ただく際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，ご

準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々月

の末日まで（次号181号の場合には4月末日）に

お寄せいただければ，直近号に掲載することが可

能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申し上げます． 

不明な点などございましたら，上述の広報依頼

の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

 

編集後記 

年度末のお忙しい中にもかかわらず，今号にご

寄稿下さった方々に，この場を借りて御礼申し上

げます．ありがとうございました．  

早いもので，年度末が近づいて参りました．桜

の開花が待ち遠しい一方で，花粉症に悩まされる

時期でもあります．みなさま，ご自愛ください． 

いつものお願いにはなりますが，エッセイ，ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら広報依頼の受付のペー

ジ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

より，お気軽にご連絡下さい．ご寄稿をお待ちし

ております． 

（ふじた たいすけ，藤田 泰昌） 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋敬介，

稲水伸行，岩間徳兼，上野雄史，

岡田陽介，久保沙織，水師裕， 

鈴木宏哉，登藤直弥，袰岩晶， 

元山斉 

相談役：尾崎幸謙 

 

 

 

 


